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1) 折笠秀樹．少数例のときの平均値の差の検定．薬理と治療．2020 Apr; 48(4): 729-33.
2) 折笠秀樹．統計手法を報告するための指針—SAMPLガイドライン—．薬理と治療．2020 May; 48(5): 881-93.
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2020 Nov; 48(11): 1877-94. 
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1) 折笠秀樹．自信あると思わせる強い肯定的表現に惑わされないでほしい．CLEAR! ジャーナル四天王, No.1168．
2020 Jan 20；臨床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．
2) 折笠秀樹．中国と日本の医学研究社は週末や深夜に仕事をする人が多いようだ．CLEAR! ジャーナル四天王, 
No.1169．2020 Jan 21；臨床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．
3) 折笠秀樹．3人に1人が臨床試験の結果を公表していなかった．CLEAR! ジャーナル四天王, No.1178．2020 Feb 5；
臨床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．
4) 折笠秀樹．患者団体は製薬企業からの資金提供をもっと公開すべきだろう．CLEAR! ジャーナル四天王, 
No.1179．2020 Feb 5；臨床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．











四天王, No.1282．2020 Sep 7；臨床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．
7) 折笠秀樹．マイナンバーは医学研究にとっても不可欠だ．CLEAR! ジャーナル四天王, No.1292．2020 Oct 7；臨
床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．
8) 折笠秀樹．コンピュータは便利だが最後は人間の力を信じたい．CLEAR! ジャーナル四天王, No.1293．2020 Oct 8；
臨床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．
9) 折笠秀樹．新薬の迅速審査は慎重かつ中立に指定すべきだろう．CLEAR! ジャーナル四天王, No.1310．2020 Nov 2；
臨床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．
10) 折笠秀樹．資金提供者との利益相反の開示だけでなく独立性も大切．CLEAR! ジャーナル四天王, No.1327．
2020 Dec 11；臨床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．
11) 折笠秀樹．医療機器選定を巡って医師へのリベートは尽きない．CLEAR! ジャーナル四天王, No.1328．2020 Dec 
11；臨床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．
12) 折笠秀樹．機械学習による疾病予測モデルはあまり当たらない．CLEAR! ジャーナル四天王, No.1333．2020 Dec 
28；臨床研究適正評価教育機構メンバーとしてオンライン書評．
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